
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まずはこのチラシをご覧いただきありがとうございます！なぜわざわざチラシを出したかというと 

９８％の人が事実を知らないと危機感を持ったからです。 

入曽駅周辺整備事業についてご存じですか？     
発行：入曽まちづくりの会(2023.02) 

❖Q1 狭山市が進める“入曽駅周辺整備事業”ってどんな事業なの？  
A１ 事業目的は「入曽駅周辺の交通対策と地域活性化」としています。具体的な施策は以下の通りです。 

・駅前広場及びアクセス道路の整備 ・自由通路及び橋上駅舎建設 

・入間小跡地に商業施設の誘致   (・この事業とは別に雨水対策があります。) 
 A2 ・当初の予定では、整備費は約５０億円でした(内駅舎・自由通路で約３０億円)。 

・2021 年 9 月議会報告で駅舎・自由通路建設費が３７.2 億円とこれまでの説明より値上げされ、3 月議

会では４６．７億円(現時点で総額約７０億円)となり、今後も変わる可能性があるそうです。 

 A3 ・全体の完成となる“まちびらき”は２０２５年３月頃を想定のようです。  
 A４・西武鉄道と結ぶ橋上駅舎化の協定書締結の前には、議会で原文を一言一句確認し、市民にとって不利な負担 

とならないよう確認する予定です。（損害賠償責任を負う可能性があるため） 

❖Q２ 一体なにが問題なの？ 説明会参加者などから以下のようなことが聞かれます  
 

 
 
 
 
 
 
 

  

❖Q3 どうすべきと考えているの？ ＜入曽まちづくりの会の立場＞  
A1 事業の中で、駅周辺の交通安全確保や雨水対策は、早急に進めるべきと考えます。 

 
A2 一方で、(１ )現在の改札口存続を前提に、橋上駅舎は不要 

(２ )自由通路は住民の意見を踏まえた十分な検討をすべき 

(３ )商業施設は周囲の交通安全対策を万全にすべき と考えています。 
 

★そもそも駅そのものがバリアフリー対応済で造り直す必要はありません 

★駅周辺の通学路整備、踏切拡幅、駅南東側へも駅前広場設置等 

の安全対策が必要と考えます。    具体的な対策は裏面の署名をご覧ください。 

●事業の進め方はどうなのでしょうか？                          
                 →他のまちでは住民参加型のまちづくりが行われていますが…  

 ●入曽駅周辺の整備は喫緊です。しかし説明会で元部長が「市の案に反対するならもうやらない」 

などと脅しとも受け取れる発言をしてまで急かすのはどうなのでしょうか？ 

事業は多岐にわたり、「賛成」、「反対」で単純に採決できる問題ではありません。 
  

●入曽地区で行われた説明会参加者は６２６人で、入曽地区のわずか１～２％です。その内、５０８人

（８１％）が賛成と言われますが、34,500 人（９８％）の要望・意見・賛否は聞いてい
ません。賛成の合理的根拠はないのです。 ※説明会があった 2018 年 2 月時点の入曽地区人口比(35,126 人) 

 

 ●入曽駅の現在の改札口存続を求める署名は約 2,000 名から頂いております。 
 

(1)橋上駅舎  
▼４６.７億円と多額の費用 

(今後変動する可能性あり)  

▼建設費は全額狭山市が負担 

▼駅南側からは遠くなり、 

今より３～５分位  

余計に時間がかかる 

 

 

(２)自由通路   
▼橋上駅舎化を含め、住民のニーズを踏まえ

た検討をしていない 
(自転車が通れない、位置が不便など) 

(３)自動車来店型の商業施設   
▼自動車が通学路に入る危険性 

▼ただでさえ、渋滞激しい県道の混雑悪化 

📺入曽まちづくりの会は 1/14 に市民イベント「あしたの入曽会議」を開き、事業の問題点や改善案を話し合いました。 
さやまケーブルテレビでも放映されました。📺 



狭山市長 小谷野 剛様 

現在の駅舎(改札口)を活かした入曽駅周辺整備を求める署名 
     
入曽まちづくりの会は、以下の趣旨に賛同いただける皆様の署名のご協力をお願い申し上げます。 

・入曽駅現改札口の存続、橋上駅舎化は中止 

 

・駅周辺の安全対策・利便性向上策の促進 
駅周辺の道路・通学路の安全対策： 

①自動車流入防止対策、②歩道設置、③南東側ロータリー新設、 

④駅南側の踏切拡幅、⑤十分な台数の駐輪場確保 

 

・東西自由通路は住民の意見を踏まえた検討 
 

●主な理由  

（１）駅自体がバリアフリー化済みで使い勝手が良く、狭山市として税金を

投入する意義がありません。 
 

（２）橋上駅舎化で無駄な昇り降りが生じ、ホームまでの距離が長くなり、 

不便になります。 
 

（３）歩行者と車両の安全対策は必要不可欠で、早急な対策が求められます。 

（道路拡幅が難しい場合でも、自動車のう回路設置、線路脇の活用、道路幅が一定以上ある区間

へのできる限りの歩道設置など、あらゆる手段を活用） 
 

（４）駅前への自動車流入を防ぐには駅南東側にもロータリーが不可欠です。 

（駅への送迎車の約７４％が駅南側から来ます。） 
 

お名前 ご住所（番地までお願いいたします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※頂いたご署名は、目的以外には一切使用しません。どなたでもご署名いただけます。 

★A コープ入口(イチョウの木がある方)ケヤキの署名 BOX にお入れいただくか、 

郵送・又はご連絡下さい！狭山市内であればご署名をお預かりにお伺いします！ 

入曽まちづくりの会   連 絡 先：田中 Tel：080-9975-1972 Mail：irisomachi@gmail.com 

署名送付先：〒350-1315 狭山市北入曽７５５-1-2-421 

 

 

 

 

 

↑オンラインでも 

署名できます！ 

※但し、重複を防ぐため

オンライン又は紙のい
ずれかをお選び下さい。 

詳しい方法はこちら↓ 


